
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和2年度決算）
京都府　八幡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

24.35 2,891.09 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bc1 非設置 70,398

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 74.19 99.89 91.16 2,530 70,169 11.42 6,144.40

　平成22年度から管渠長寿命化計画により補助金等
の財源確保と計画的な管渠の更新を行っており、令
和2年度は第3期初年度であった。
　有形固定資産減価償却率は、平成22年に特別会計
から公営企業会計へ移行した際の固定資産が償却後
の残存価額で計上されていることから、実際よりも
低い数値で出て年々増加する形となっている。
　管渠改善率が近年低く出ているが、平成30年度策
定のストックマネジメント計画に基づき、管渠は基
本的に状態監視保全とし、定期的な点検や調査に基
づき、劣化状況に応じて改築を行うこととしている
ためである。

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の
影響等により有収水量が増加し、下水道使用料収益
が増収となった一方、木津川流域下水道維持管理負
担金、修繕費、支払利息等の費用が減少した結果、
経営の健全性の各数値は改善していると言えるが、
管渠改善率では前年度比では低下した。
　今後、長期的には、人口減少等により水需要の減
少が進み、下水道使用料収益が減少していく一方
で、老朽化した下水道施設の改築更新工事や耐震化
工事にかかる経費、管渠や人孔等にかかる維持管理
経費、京都府等に支出する流域下水道の維持管理負
担金等の財源を確保していく必要がある。こうした
状況を踏まえながら、令和2年度に策定した八幡市
下水道事業経営戦略やその他各種計画に基づき、効
果的・効率的な事業の執行と安定した事業運営に努
めていく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　令和2年度は、前年度と比較して、有収水量の増
加により下水道使用料収益が増収となった。これ
は、人口減少の影響を受けながらも、新型コロナウ
イルス感染症拡大による在宅時間の増加や衛生意識
の高まりが背景にあったと思われる。一方、木津川
流域下水道維持管理負担金が前年度精算分の影響で
減少しているほか、修繕費の減少、支払利息の減少
などにより、事業費用が減少している。これらによ
り、経常収支比率は上昇し、100％を継続して上
回っている。
　流動比率は、前年度に多かった工事の未払金が減
少していることから、数値が上昇している。
　企業債残高対事業規模比率は、毎年低下してお
り、類似団体と比較しても継続して低くなってい
る。これは、市内男山団地造成時に都市再生機構が
整備した下水道施設を譲り受けているため、当時の
企業債発行額が抑えられたことや、建設費が大き
かった時期の企業債の償還が進み、企業債残高が減
少していることが要因である。
　経費回収率は、経常収支比率と同様の要因により
改善しており、汚水処理原価も、同様の要因により
下がっている。
　水洗化率は、主だった集落について下水道整備が
完了しているため、類似団体と比較して継続的に高
い状況である。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.67】 【3.64】 【67.52】 【705.21】

【95.57】【59.57】【134.52】【98.96】

【36.52】 【5.72】 【0.30】


